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住宅における既婚 女性のテリト リーに関 する研究（ 第二報 ）

テリトリ ーの形成 か既婚女性白身及び家庭生活に与える影響について

○　 今井純子　 中島 喜代子（ 三重大）

目的：近年女性の社会進出のめざましい中、住まいにより人間的・文化的な要求を満たす

ための基盤の必要性や要求が増加していると考えられるが、実際には既婚女性の個

室所有率は低く、個室要求も低調である。そこで、本研究ではその１として既婚女

性のテリトリーの形成要因を探り、さらにその２ではテリトリーの形成が既婚女性

自身及び家庭生活に与える影響について明らかにし、家庭における既婚女性の場が

いかにあるべきかということを追求したいと考えた。尚、本報告はその第二報であ

る。

方法：調査は平成６年８月から９月にかけて、一戸建て住宅団地に住む既婚女性を対象と

した。有効サンプル数は、5  0 5 件である。

結果：既婚女性が私室にテリトリーを形成することにより、プライバシーの確立や趣味の

増大、友人との交際率が高まるなどといった個人生活の確立を促すこと、個人的行

為やプライバシーに関わる日常行為を一人で行うことを可能にすること、また、一

人になれる場、くつろぎの場をもてるといった傾向がみられ、個室が既婚女性にと

って精神的拠点の場となっていることがわかった。さらに、私室にテリトリーを形

成している既婚女性の場合、個人的行為は個室で、家族と共に行いたい行為は共有

室で行うというように場の選択を行っており、個人生活のみでなく家族生活の確立

促進への影響もみられた。

1 Sa-10　　　　　　　 大学生の住生活に関する研究（ その3 ）

－　キャンパス周辺環境の経年変化　－

岩重博文（広島大）

［ 目的］　 広島大学の統合移転は,19  8 2 年の工学部移転から1  3 年を経て,    19  9 5 年３月

予定されてい た全学部の移転を完了 した。現在の東広島新キャンパスには約１ 3,    0 0 0 人の学

生か学んでいる。小さな地方都市へ移転したために生ずる住生活の諸問題について，周辺環境の

変化とともに調査し報告する。

［方 法］　 東広島市にアパート等を借りて生活している大学生に対し，住生活を 中心とする生活

環境についてアンケ・-ﾄ 調査し，学生の満足度等について検討した。調査時期は19  9 5 年秋で

あり，直接配布・回収した。有効回答数は男女計4  0 4 部，回収率８ 0.8 ％であった。

［結 果］　 １）大学生の住まいは約9  3 ％がアパートに依 存している。このため，アパートの数

も19  9 3 年の約7,500 室から19  9 5 年の約12,    8 0  0 室へと増加してい る。以下の３

項目については,19  9 0 年と19  9 5 年との調査比較により述べる。　２）建物の階高について

は２階建てか中心であったか徐徐に 中層化か進み，前回は見 られなかった６階建て以上のアパー

トが現在約5 ％利用されている。3 ）アパートの設備としては，台所，トイレ，風呂, エアコン

等の揃った部屋か前回の主流であったか，今回は，衛星放送受信装置， シャワー付洗面台，冷蔵

庫，ベッド等を追加したものか主流となっている。4 ）前回約1  5 ％使用されてい た内線電話は

究めて少なくなり，現在では約94 ％か直通電話 となっている。以上の ように，学生の住まいは

徐徐に改善されていく傾向か認められる。5 ）市内の飲食店は,    19  8 9 年の約2  6  0 店から

19  9 5 年には約3  8 0 店に増加したか，なお学生の半数以上は不満を訴えている。
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